
 

中学校総合体育大会について 

 

 １ 令和５年度における中学校（総合）体育大会の変更点 

 

令和４年度まで                  令和５年度から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和５年度から地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）が、県大会へ出場可能となった 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和５年度熊本県中学校総合体育大会の参加制限】 

（別紙：参考資料「令和５年度熊本県中学校総合体育大会開催基準」参照） 

・団体競技は、各郡市代表・比例代表制が 15チームと、地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）が

１チームの合計 16チーム。 

・個人競技は、原則として、性別・部別・階級別に、郡市中体連、地域スポーツ団体等（地域クラブ活

動）２名（２ペア）。 

・陸上、水泳、体操、新体操、相撲、駅伝、弓道、テニス、ラグビー、柔道、ソフトボールの参加制限は、

当該競技の大会要項による。 
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各競技協会・連盟による 

予選会・選考会 

 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動） 

資料１ 

A 地域移行したスポーツ団体 

市町村や市町村教育委員会、また県主導により地域移行した部活動 

  ※参加実績：南関町（男子ソフトテニス）、長洲町（野球、女子バレー） 
 

B 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動） 

「令和５年度熊本県中学校総合体育大会への地域クラブ活動の参加認定規定」及び「令和５年度熊

本県中学校総合体育大会地域クラブ活動の参加特例競技部細則」の条件を満たした地域の団体 

A 

B 

・複数校合同チーム 

・拠点校部活動 
4ページ参照 



 

○令和５年度  熊本県中学校総合体育大会 出場枠一覧 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 16 16

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16 16

1 1 1 2 0 0 0 0 0 0 7 3 2 3 1 0 1 1 0 0 2 4 1 1 16 15

0 0 1 2 1 3 2 2 3 0 2 16

2 2 0 0 2 2 1 1 1 1 5 5 1 1 2 2 0 0 1 1 0 0 1 1 16 16

1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 5 5 1 1 1 1 1 1 0 1 2 1 16 16

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 6 6 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16 16

1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 5 6 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 16 16

形 1 0 0 0 3 2 0 0 1 1 3 2 0 0 1 1 0 0 1 1 2 1 12 8

組 手 1 0 0 0 2 4 1 1 1 1 5 6 0 1 1 1 1 1 1 1 3 0 16 16

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 5 5 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 25 25

総　　計

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ

競　技
荒 尾

玉 名
山 鹿 菊 池 阿 蘇 上益城 熊 本 宇 城 八 代

1

球 磨

人 吉

芦 北

水 俣
天 草

地 域 ク ラ ブ

活　　動

1サッカー 1 1 1 0 16

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 参加なし

軟式野球 1 1 1 1 1

6 1 1 1 1 1

1

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

5 1 1 1 16

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 参加なし

1 1

ｿﾌﾄﾃﾆｽ 個人のみ参加

卓  　　球 参加なし

剣　  　道 個人のみ参加

テ  ニ  ス

空 手 道
参加なし

参加なし

体　   　操 統一県大会

相　  　撲 統一県大会

弓　  　道 統一県大会

駅伝競走 参加なし

水泳 統一県大会

ラグビー

陸上

新  体  操 統一県大会

柔　　  道 統一県大会

統一県大会 参加不可

統一県大会

個人のみ参加

【地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の出場枠について】 

令和 5年度は参入１年目のため、各競技で最大で団体１枠（個人は２枠）としているが、

枠数については今後検討を行う。（熊本県中学校体育連盟） 



 

２ 競技別の参加可否について 

○：参加可能  ×：参加不可         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 バレーボール 特筆すべき条件はなし

2 サッカー
・U１５チームがクラブユース連盟へ加盟していないこと

・地域移行スポーツ団体や地域移行の受け皿となっているスポーツ団体であること

3 バスケットボール 地域移行スポーツ団体や地域移行の受け皿となっているスポーツ団体であること

4 軟式野球 特筆すべき条件はなし

5 ハンドボール 協会主催の大会に参加した場合は、中体連主催の大会に出場できない

6 ソフトボール 特筆すべき条件はなし

7 ラグビー 参加不可

8 陸上 リレーは、登録メンバーが同一学校の場合に限る

9 水泳 特筆すべき条件はなし

10 体操 団体参加の場合は、すべての選手が同一校に在籍していること

11 新体操 （女子）団体参加の場合はすべての選手が同一学校に在籍していること

12 駅伝競走 登録メンバーが同一学校の場合に限る

13 相撲 特筆すべき条件はなし

14 弓道 特筆すべき条件はなし

15 柔道 特筆すべき条件はなし

16 剣道
団体戦は、地域移行スポーツ団体や地域移行の受け皿となっているスポーツ団体であ

ること

17 空手道

・団体戦は学校での参加が原則。1校でチームを編成することができない学校の生徒

の救済措置として、単一の地域クラブで編成することは可

・個人戦は、団体戦で参加を認定されたチームから認める

18 テニス 団体及びダブルスは、登録選手の全員が同一学校に所属していること

19 ソフトテニス 特筆すべき条件はなし

20 バドミントン 特筆すべき条件はなし

21 卓球 地域移行スポーツ団体であること

地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の参加資格の特例

競技別の主な条件
競技

・合 同 ： 複数校合同チーム  

 

・拠点校： 拠点校部活動 

 ⇒令和５年度参加実績はなし 

 

・地 域 ： 地域スポーツ団体等 

（地域クラブ活動） 

 ⇒別途、各競技に参加条件あり 

市 県 市 県 市 県

1 バレーボール ○ ○ × ○ × ○

2 サッカー ○ ○ × ○ × ○

3 バスケットボール ○ ○ × ○ × ○

4 軟式野球 ○ ○ × ○ × ○

5 ハンドボール ○ ○ × ○ × ○

6 ソフトボール ○ ○ × ○ × ○

7 ラグビー ○ ○ × ○ × ×

8 陸上 × × × ○ × ○

9 水泳 × × × ○ × ○

10 体操 × × × ○ × ○

11 新体操 × × × ○ × ○

12 駅伝競走 × × × ○ × ○

13 相撲 × × × ○ × ○

14 弓道 × × × ○ × ○

15 柔道 × × × ○ × ○

16 剣道 × × × ○ × ○

17 空手道 × × × ○ × ○

18 テニス × × × ○ × ○

19 ソフトテニス × × × ○ × ○

20 バドミントン × × × ○ × ○

21 卓球 × × × ○ × ○

合同 拠点校 地域
競技



 

 ３ 参加の特例について 

（１）複数校合同チーム・拠点校部活動について 

（別紙：参考資料「複数校合同チーム編成規程（R５改正）（熊本県中学校体育連盟）」及び、 

「熊本県中学校総合体育大会開催基準「特別規定」」参照） 

 

 

（２）地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）について 

（別紙：参考資料「熊本県中学校総合体育大会開催基準「特別規定」」及び「熊本県中学校

総合体育大会への地域クラブ活動の参加認定規定」参照） 

  ・原則、県大会からの参加。 

・団体競技における出場は１枠。個人競技は原則２枠。 

・地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）で大会に参加する場合、在籍中学校での大会参加

は認められず、その逆も同様。 

・県中体連の規定とは別に各競技に細則があり、各競技で参加条件が異なる。 

 

 

【課題】 

本検討委員会で検討中である「新たな合同部活動」については、現時点では、熊本市中学校総合

体育大会には参加できない。 

※県・市中体連の規程に該当しないため、「複数校合同チーム」としては参加できない。 

※市中体連の規程がないため、「拠点校部活動」としては参加できない。 

 

 



 

令和５年度熊本県中学校総合体育大会開催基準  

１ 目 的 

熊本県中学校総合体育大会（以下、「大会」という。）は、中学校教育の一環として、中学校生徒に広くスポ－

ツ実践の機会を与え、学校体育の振興とスポ－ツの正常な発展ならびに体力・技能の向上とアマチュア精神の

高揚を図り、心身ともに健全な中学校生徒を育成するとともに中学校生徒相互の親睦を図るものである。 

 

２ 主 催   熊本県中学校体育連盟・熊本県教育委員会・会場地教育委員会 

 

３ 後 援   （公財）熊本県スポーツ協会（各競技団体）・（一財）熊本県ＰＴＡ教育振興財団 

 

４ 主 管   会場地中学校体育連盟 

 

５ 開催競技    

（１）男子は、陸上、体操、新体操、水泳、バレ－ボ－ル、バスケットボ－ル、ソフトテニス、ハンドボ－ル、ソフトボール、サッカ 

－（女子の参加可）、軟式野球(女子の参加可)、卓球、バドミントン、柔道、剣道、相撲、駅伝、ラグビ－（女子の参加可）、空手道、弓道、テニス 

の２１競技とする。 

（２）女子は、陸上、体操、新体操、水泳、バレ－ボ－ル、バスケットボ－ル、ソフトテニス、ハンドボ－ル、ソフトボ－ル、バドミ 

ントン、卓球、柔道、剣道、駅伝、空手道、弓道、テニスの１７競技とする。 

 

６ 開催期日 

（１）夏季大会は７月に開催し、原則として、初日（午前中）に総合開会式（競技開始式を兼ねる）を行う。各競技２

日間で終了することを原則とする。ただし、サッカー、軟式野球、ラグビーについては３日間開催とする。 

（２）駅伝競走大会は、１１月に開催し、２日間で終了する。 

（３）変更の必要がある場合には、評議員会にて決定する。 

 

７ 開催地  

   各競技で３ブロック（県北・県央・県南）に分けて、持ち回りで開催する。開催については、３年毎に

選考決定する。ただし、変更がある場合には評議員会にて審議し、決定する。  

 

８ 参加資格 

（１）参加者は、県内郡市中学校体育連盟（以下、「中体連」という。）に加盟し、学校教育法に基づく当該中学校生

徒であること。 

（２）郡市中体連主催大会において、当該競技要項により、県大会参加資格を得たチ－ム、または個人とする。但し、

駅伝競走を除いて一人１競技の出場とする。 

（３）チ－ムの編成は、単一学校で編成されたものとする。ただし、参加資格の特例により、別に定める複数校合同チ

ーム編成規程に適合すると認めた場合に、合同チームの参加を認める。 

（４）個人戦出場者は、（２）項の個人戦大会より選抜された者とする。 

（５）参加生徒の引率・部長・監督は当該校の校長・教員・部活動指導員とし、教員・部活指導員以外のコ－チにつ

いては『教員外指導者に関わる大会参加資格』を踏まえて、校長が認めた者とする。 

（６）本大会において九州・全国大会への参加資格を得たチ－ムまたは個人は、九州・全国大会に参加する義務を

負うものとする。特別な事情（けが・病気等）により棄権する場合は、県中体連会長の承認を得なければならな

い。 

（7）参加する生徒は大会要項を遵守し、マナーを守ること。 

（8）大会に出場するチーム・選手の引率者・監督・部活動指導員・教員外指導者等は、部活動の指導中における

暴力・体罰・セクハラ等（以下、暴力等）により、任命権者又は学校設置者から懲戒処分を受けていない者で

あることとする。校長は、この点を確認して、大会申込書を作成する。なお、教員外指導者は校長から暴力等に

対する指導措置を受けていないこととする。 

参考資料 



 

（9）拠点校部活動や地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の参加資格の特例については、熊本県中学校総合

体育大会開催基準「特別規程」による。 

 

９ 参加料 

  参加選手一人につき 700円とする。（但し、駅伝は除く。） 

 

10 参加制限 

（１）団体競技は、各郡市代表・比例代表制１５チーム、また地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）１チームによ

る合計１６チームとし、以下の手順によって決定する。 

     ①各郡市大会参加チーム数（該当年度を含む３年間）の平均値❶を算出 

     ②❶の数値が全郡市に占める割合を算出…❷ 

   ③［1５チーム選出］❷×1５チームの数値❸により各郡市の出場枠を決定する。 

   ④地域スポーツ団地等（地域クラブ活動）の参加は１チームとする。原則、各競技協会や連盟からの選考とす

る。 

【出場枠について】 

❸の数値 0～1.99 2.00～2.99 3.00～3.99 ・・・ 

各郡市出場枠 １ ２ ３ ・・・ 

 ※１ 出場枠の和が 1５チーム以上となった場合、❸の数値（小数点以下）が最も高い数値の郡市から 

優先順位をつける。（ただし、１以上の数値のみ対象とする） 

※２ ※１の数値が同値の場合は、当該各郡市中体連参加総数（競技ごと）を算出し、優先順位をつけ

る。 

※３ ③の手順を行った結果、１５チーム以上が選出された場合、出場枠が２チーム以上ある郡市を 

比較し、❸の数値（小数点以下）が最も低い郡市から枠を調整する。 

（２）陸上、水泳、体操、新体操、相撲、駅伝、弓道、テニス、ラグビー、柔道・ソフトボールの参加制限は、当該競技

の大会要項による。ただし、参加制限の変更については評議員会の承認を得た場合のみ認める。 

（３）上記項目以外の出場数については、専門部長は県中体連会長と合議し決定する。 

 （２チ－ム出場該当郡市中体連は、郡市中体連理事長より専門部長に申し出る。専門部長は、会長と合議し

決定する。） 

（４）郡市中体連の合併に伴う出場数は、１年に限り２チームの出場を認める。原則、２チームについては旧中体

連から１チームずつとするが、当該中体連の判断で決定する。 

（５）個人競技は次のとおりとする。 

     ①原則として、性別・部別・階級別に郡市中体連、地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）２名（２ペア）とす 

る。但し、熊本市中体連より４名（４ペア）の出場を認める。これ以外の出場数については、当該競技専門

部長が申請し、評議員会の決定を受けて県中体連会長が承認した競技のみ認める。 

②水泳は、県中体連制定の標準記録を突破した者とし、一人２種目以内（ﾘﾚｰを除く）とする。 

③陸上は、県中体連制定の標準記録を突破した者とし、原則一人１種目（ﾘﾚｰを除く）とする。また、所属推薦

枠を設定し、その参加制限については陸上競技大会要項による。 

（６）大会初日の受付、または監督会議までに参加資格を得たチームの選手が負傷した時、郡市中体連会長の  

承認を受けて補充することができる。但し、ソフトテニスは競技規則に則る。また、地域スポーツ団体等（地

域クラブ活動）においては県中体連会長の承認を受けて補充するものとする。 

（７）（５）については、当該競技の大会要項による。 

 

11 大会要項 

（１）大会要項（競技別）は、専門部長が原案を作成し、総務理事会で審議し、評議員会で決定する。 

（２）県中体連事務局より県中体連ホームページに掲載する。 

 



 

12 参加申し込み 

    大会要項規定により参加資格を得たチ－ム及び個人は、所定の参加申し込み書に当該学校長・郡市中体連

会長の承認を得て、県中体連会長に申し込む。ただし、地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の参加申し込み

については責任ある代表者・各競技団体長の承認を得て、県中体連会長に申し込む。申し込み期日は、代表者

会当日までとする。 

    代表者会（抽選会）は、夏季大会については１週間前、駅伝競走大会については、２週間前にすることを原則と

する。 

 

13 表 彰 

優勝チームに、賞状・優勝旗と登録選手に賞状を授与する。第２位・第３位に、賞状を授与する。但し、優勝旗は

持ち回りとする。 

 

14 大会役員 
 

名誉会長            熊本県教育長 
 

会  長              熊本県中学校体育連盟会長 
 

副 会 長             熊本県中学校体育連盟副会長 ・ 各郡市中学校体育連盟会長 
 
              顧  問        熊本県知事 
                            （公財）熊本県スポーツ協会会長 
                            熊本県議会議長 

熊本県議会教育警察常任委員長 
熊本県ＰＴＡ連合会会長 
(一財）熊本県ＰＴＡ教育振興財団理事長 
前県中体連会長（１年間） 

                        
参  与              熊本県教育庁教育理事 

                            熊本県教育庁教育総務局長 
                            熊本県教育庁県立学校教育局長 
                            熊本県教育庁市町村教育局長 
                            熊本県教育庁県立学校教育局体育保健課長 
                            熊本県教育庁市町村教育局義務教育課長 

熊本県教育庁県立学校教育局体育保健課長補佐 
                            熊本県中学校長会会長 
                            前県中体連理事長（１年間） 
 

大会委員長          熊本県中学校体育連盟理事長 
 

大会副委員長  熊本県中学校体育連盟副理事長 
                            各郡市中学校体育連盟理事長 
 

大会委員            熊本県教育庁県立学校教育局体育保健課係長 
                            熊本県教育庁県立学校教育局体育保健課指導主事 
                            熊本県中学校体育研究会理事長 
                            熊本県中学校体育連盟専門部長 
 

競技役員      省 略         
（ 会場地主管中体連および中体連競技部（各郡市専門理事・専門委員）で決定する。） 

              開会式役員   省 略         
（ 会場地主管中体連および中体連競技部（各郡市専門理事・専門委員）で決定する。） 

 
付   記 

    大会運営を円滑に行うため、各担当者は次の事柄をする。 
 
    ＊会場地中体連及び実行委員会 
      １ 各競技会場･代表者会場の確保・借用内諾（減免等申請も）＊別紙「大会会場借用について」参照 
      ２ 開・閉会式の企画・運営 
      ３ 大会運営費の配当及び執行 
      ４ 大会役員の依頼（＊地元役員関係） 
      ５ 大会本部の設置（＊記録本部の設置） 



 

      ６ 会場救護員の配当・依頼内諾 
      ７ 事業報告（組み合わせ・成績・会計報告） 
      ８ その他  大会運営に必要な事柄 
    ＊専門部長 
      １ 大会競技別要項作成 
      ２ 専門委員会の運営 
      ３ 総合体育大会該当競技の運営・会場借用本申請および打合せ 
      ４ 競技役員の依頼（会場主任、コート主任、審判員、補助員、記録員等） 
      ５ 代表者会時の該当競技の運営（要項確認、組み合わせ方法、抽選等） 
      ６ 大会要覧（該当競技プログラム）の作成 
      ７ 表彰の準備（優勝旗・賞状の確認） 
      ８ 九州大会関係 

（１）参加申し込みの世話役及び参加者のチーム名・選手名の報告 
        （２）九州専門委員会への出席・実績報告（内容、出場者、成績等） 
        （３）熊本県中体連主管九州大会の運営 
      ９ 全国大会関係 

参加申し込みの世話役及び参加者の報告（学校、選手名、成績等） 
10 その他 
円滑な運営をするために必要な事柄 

 
 
 ※ 大会要項決定の手順 
    ○第五回専門部長会で、次年度の大会要項を提案。 
                      ↓ 
    ○第五回総務理事会で、検討。 
                      ↓ 
    ○第二回評議員会で決定。（変更があった場合、第一回評議員会で決定） 
                      ↓ 
    ○専門委員会で、県専門部長は郡市専門理事へ、県大会の要項の確認をし、周知徹底を行う。 
 

 
〔 付 則 〕 
平成 21年２月３日（評議員会）８参加制限（１）［特設制限］の挿入 
平成 22年４月 30日（評議員会）８参加制限（１）①、③、④、⑤  改正文書挿入 
平成 24年５月２日（評議員会）13大会役員 顧問、参与、大会役員 改正文書挿入 
平成 25年５月２日（評議員会）７開催期日（２）２日間→１日間  改正 
平成 26年５月２日（評議員会）９参加制限 20チーム→17チーム  改正 
平成 27年２月５日（評議員会）９参加制限 参加チーム→設置校からの参加チーム数 改正 
              ６開催競技種目 ラグビーに（女子の参加可）挿入 
平成 29年２月１日（評議員会）８開催地 ５ブロックへ文書改正 
              10参加料 追加 
平成 30年４月 27日（評議員会）９参加資格 部活動指導員を挿入 
              11参加制限（５）ハンドボールの記載削除 
平成 31年４月 26日（評議員会）９参加資格（７）暴力等における指導者の対応について追加 
令和２年１月 29日（評議員会）11参加制限（５）ソフトボールの記載削除 
令和３年２月２日（評議員会）７開催期日（４）開催期日の変更について 追加 
令和４年１月 27日（評議員会）７開催期日（１）･８開催地･11参加制限(1)(2)・１２大会要項（２） 

１３参加申し込み・１５大会役員 改正 
令和５年１月 2６日（評議員会）６開催期日（２）削除･８参加資格(２)陸上削除(３)（7）追記(８)文言訂正（9）追

記・1０参加制限(２)陸上競技、水泳追記(５)③訂正(６)または監督会議追記
(７)(８)削除・１０参加制限(１)④(２)(５)(６)追記・１２参加申し込み追記・１４大会
役員 特別規定追記 改正 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

複数校合同チーム編成規程 

 

R3 R5 改正 

                                                     熊本県中学校体育連盟 

 

１ 目的・趣旨 

複数校合同チーム編成による大会への参加を承認するのは、あくまでも在籍する部員数が、少人数の

ため単一中学校では大会参加に必要なチームを編成できず、大会に参加できない運動部（部員）に対

して大会参加の機会を与えるための特別措置であり、勝利至上主義を目的として編成された合同チーム

は適用されない。 

２ 合同チーム編成及び大会参加の条件 

    合同する各部は、それぞれの学校教育活動に運動部として位置づけられており、各郡市中学校体育連

盟が目的・趣旨に照らし、適正な合同と認めた場合に限り参加を認める。 なお、具体的な条件は下記の

通りとする。 

 （１） チーム編成の範囲及び合同として認める学校数 

     ①各郡市中学校体育連盟（11郡市）が管轄する範囲内（同一郡市）で編成する。 

     ②チームとして合同を認める校数は 2校とする。ただし、2校で対応できない場合はその限 

りでない。 

 （２） 合同編成が認められる競技及び部員数の編成基準 

      ・合同編成が認められる競技は下記７競技とする。なお、（ ）内は部員数の最低基準 

 ＜ 合同チーム編成基準 ＞  

バレーボール（６） サッカー（１１） バスケットボール（５） 軟式野球（９） 

        ハンドボール（７） ソフトボール（９） ラグビー（１２） 

※（ ）内の人数を下回った場合を原則として合同チームを編成できる。人数の偏り・学校事情による 

合同の解消等についても柔軟に対応する。（前年度県大会以降に複数校合同チームの実績があるものにつ

いては、当年度についても、各郡市中体連会長の承認がある場合、引き続き複数校合同チームを編成して県

大会に参加することができる。） 

  （３） 合同編成が認められるケース 

     □チーム人数が最低基準に満ちていない学校同士の合同部活動での出場。 

     □チーム人数が最低基準に満ちている学校と満ちていない学校の合同部活動での出場。 

     □補員協力制を導入し、チーム人数が満ちていない学校に部員を補員協力して出場。この 

場合、補員協力をする人数は、満ちていない学校の部員数と同じ程度とし、編成基準 

を満たす人数とする。 

  （４） 各部の体制づくり 

      各部それぞれに顧問（校長・教員・部活動指導員）が配置され、引率可能な体制が整っていること。

ただし、大会参加に際しての監督等は、両校のうちいずれかの校長・教員・部活動指導員とし、コーチ

についても両校いずれかのコーチ（教員外指導者を含む）とする。 

  （５）その他 

   ① 合同チーム名は連名で表示する。 

   ② 大会参加時のユニホームについては、統一のものを使用すること。 

     ※軟式野球・ソフトボールは自校ユニホーム可とする。 

参考資料 



 

 

熊本県中学校総合体育大会開催基準「特別規程」 

１  参加資格の特例「開催基準８(9)」 

  (1)学校教育法１３４条の各種学校（１条に掲げるもの以外）に在籍し、熊本県中学校体育連盟に認定された

団体の生徒であること。 

  (2)参加を希望する拠点校部活動・地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）は、下の「参加資格の特例」、大

会参加を認める条件及び大会参加に際し守るべき条件を遵守することで出場を認める。 

(３)運動部活動地域移行により、市町村や市町村教育委員会が運営を認めているチームは出場できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□拠点校部活動 

「熊本県中学校総合体育大会拠点校部活動参加規程」 

(1) 趣 旨 

参加を承認する精神は、在籍校に希望する部活動がないこと、専門的に指導できる指導者がいないこと等の場合に

参加を希望する生徒を市町村内の一つの学校が受け入れるというものである。市町村もしくは都道府県教育委員会が

運動部活動に参加したい生徒の救済事業として推進する活動であり、勝利至上主義のための活動ではない。なお、拠点

校部活動（以下拠点校という）で参加する場合は、下記の条件を満たしていることが必要である。 

(2) 条 件 

① 熊本県中学校体育連盟が定める「拠点校部活動規定」に該当している。 

② 参加者は、開催年度の大会開催基準８の参加資格を満たしている。 

③ 拠点校は、熊本県中学校体育連盟に加盟している。 

④ 拠点校としての大会参加が、熊本県中学校体育連盟に承認されている。 

⑤ 参加申し込み手続きは該当校の校長が行う。 

⑥ 拠点校の引率･監督は、拠点校の校長･教員・部活動指導員とする。 

 

「拠点校部活動規定」 

１ 事業主体と実施主体 

実施の事業主体は、市町村教育委員会または熊本県教育委員会（以下、事業主体）とする。 

実施主体は、市町村立中学校・義務教育学校とする。 

２ 実施対象校 

実施対象校は、事業主体の判断に委ねる。 

３ 実施期間 

     原則１年間（年度単位）とするが、継続も拒まないものとする。もしくは、事業主体の判断に委ねる。 

４ 実施上の留意点 

 原則は、事業主体の作成した実施上の留意点によるものとする。 

(1)参加の承認 

  生徒の在籍校並びに拠点校の校長の承認を必要とする。また、参加生徒及び保護者は、拠点校の部活動規定・生活

指導に同意すること。 

(2)大会等への参加 

  登録については（拠点校のみの登録か関係学校すべての登録）、事業主体の判断に委ねる。大会参加等の連絡は、

拠点校が対応する。 

(3)拠点校の移動 

  拠点校の移動に関しては、事業主体の判断に委ねる。 

(4)安全管理 

 ・在籍校から拠点校への移動は、在籍校の指示による。 

・活動中は、拠点校の規則・顧問の指示に従う。 

・在籍校及び拠点校の指導のもとでの移動・及び活動中の事故については、スポーツ振興センターの災害共済給 

付が適用する。 

参考資料 



 

□地域スポーツ団体等（地域クラブ活動） 

1  地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）に所属し、熊本県中学校体育連盟に認定された団体の生徒であること。 

2  熊本県中学校総合体育大会に参加を希望する地域クラブ活動は以下の条件を具備すること。 

(１) 熊本県中学校総合体育大会への参加を認める条件 

ア 熊本県中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

イ 生徒の年令及び修業年限が我が国の中学校と一致していること。 

ウ 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）にあっては、日常的・継続的に代表者もしくは指導資格を有する指導 

   者の指導のもとに,適切に行われていること。 

エ 『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン』（令和４年１２月スポーツ庁・文化 

庁発出）『』（平成３０年３月スポーツ庁発出）の「２ 合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進、３適切な休養日等の 

設定」を遵守していること。 

オ 熊本県下の中学校に在籍し、本県の各競技団体もしくは中央競技団体に登録し、熊本県中学校体育連盟に 

認定されていること。 

カ 熊本県中学校総合体育大会や選考会において、競技役員や審判など運営上必要な事項に協力すること。 

キ 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）で熊本県中学校総合体育大会につながる大会に参加する場合、在籍中学校

での大会参加は認めない。その逆も同様である。 

ク 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の指導者は、各中央競技団体の倫理規程等に基づいて、各県各競技団体等 

から処分を受けていない者であることとする。 

      キ 令和５年度熊本県中学校総合体育大会地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の参加資格の特例「各競技認定規

定」を満たしていること。 

(２) 熊本県中学校総合体育大会に参加した場合に守るべき条件 

ア 熊本県中学校総合体育大会開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ事項・細則等に従うとともに、 

大会の円滑な運営に協力すること。 

イ 熊本県中学校総合体育大会参加に際して、地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）においては、責任ある代表者・指

導者が生徒を引率すること。また、万一の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を立て

ておくこと。 

ウ 熊本県中学校総合体育大会開催に要する経費については、必要に応じて、応分の負担をすること。 

エ 団体競技における地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）での出場は１チームのみとする（複数チームの参加 

   はできない）。 

オ 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の監督が、複数チームに登録することは認めないものとする。 

(３) 参加を認めない場合 

ア 熊本県中学校総合体育大会参加申込に際して、参加条件に虚偽の内容が判明した場合は参加を認めない。 

※１ この特例は、令和５年４月１日より施行する（令和５年１月２６日第２回評議員会決定）。 

※２ この特例は、競技部ごとに大会参加に関する細則を加えることができる。 

※３ この特例は、今後も検討を続けていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  団体競技・個人競技における出場枠「開催基準１０(１)」 

  (1) 実施競技や参加種別(団体・個人)については、原則(公財)日本中学校体育連盟が示すものと

する。 

  (2) 熊本県中学校体育連盟、または競技団体等による選考会等により決定する。 

  (3) 出場枠については、団体１枠、個人２枠を原則とする。ただし、該当競技によりこれ以外の出場数について

検討の必要がある場合は、当該競技専門部長が申請し、評議員会の決定を受けて県中体連会長が承

認した競技のみ変更を認める。 

 

 



 

令和５年度 熊本県中学校総合体育大会への地域クラブ活動の参加認定規定 
 

熊本県中学校体育連盟 

 

１ 目的・趣旨 

(公財)日本中学校体育連盟が地域クラブ活動の全国中学校体育大会への参加を特例として認定した。このことを

受けて、熊本県中学校体育連盟(以下：本連盟)が参加を認める地域クラブ活動は、以下の条件を満たしたチームの

みの参加とし、本認定規定を設定する。 

２ 地域クラブ活動の参加認定要件 

（1）熊本県下の中学校に在籍している生徒で、生徒の年齢及び修業年限が我が国の中学校と一致している。 

（2）本連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

（3）本県の各競技団体もしくは中央競技団体に登録し、日常的・継続的に代表者もしくは指導資格を有する指導者の 

指導のもとに、適切に活動が行われていること。 

（4)『学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン』（令和４年１２月スポーツ庁・

文化庁発出）の「２合理的でかつ効率的・効果的な活動推進、３ 適切な休養日等の設定」を遵守していること。 

(５)『(公財)日本スポーツ協会及び加盟団体における倫理に関するガイドライン』を遵守していること。かつ、

『運動部活動顧問等の部活動指導中における暴力・体罰・セクハラ等に対する熊本県中学校体育連盟の対

応』に準じていること。また、地域クラブ活動の指導者は、各中央競技団体の倫理規程等に基づいて、各

県各競技団体等から処分を受けていない者であること。 

(６)日本中体連各競技専門部の定める規定（令和５年度全国中学校体育大会 地域スポーツ団体等の参加の特例競

技部細則）に準じて、熊本県中体連各競技専門部細則を満たしたものとする。 

３ 大会に参加する場合、守るべき条件 

（１）地域クラブ活動で大会に参加する場合、在籍中学校での大会参加は認めない。その逆も同様である。 

（２）大会開催基準を守り、出場する競技種目の大会要項・申合せ事項等に従うとともに、大会の円滑な運営に協力す 

ること。 

（３）大会参加に際して、地域クラブ活動においては、責任ある代表者・指導者が生徒を引率すること。また、万一 

の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして万全の事故対策を立てておくこと。 

（４）大会において、競技役員や審判など運営上必要な事項に協力すること。 

（５）大会開催に要する経費については、必要に応じて、応分の負担をすること。 

（６）同一団体からの出場は１チームとする（複数のチームは参加できない）。また、大会参加のため名称を変え、複数 

チーム参加することも認めない。同一団体が、学校部活動チームと地域クラブチームに分かれて参加することも 

できない。 

（７）参加条件に虚偽の内容が判明した場合は参加を認めない。 

（８）地域クラブ活動チーム同士や地域クラブ活動チームが含まれた合同チームでの参加は認めない。 

（９）原則、３年間は同一団体から参加することが望ましい。 

４ 申請手続及び認定について 

（１）本連盟のホームページより「熊本県中学校体育連盟 地域クラブ活動認定申請書」をダウンロードし、必要事項を 

入力した用紙を本連盟事務局に郵送するとともに、入力データをメールで送信してください。 

（２）受付後、各競技県専門部・各郡市中体連において精査・検討したものを審議し、県中体連会長が認定する。 

（３）提出締切は４月２８日(金)必着とする。締切日以降は受け付けない。 

（４）申請後の代表者・スタッフの変更や登録選手の追加、チーム分離による申請は一切認めない。申請内容と実態が 

異なることが判明した場合も参加を認めない。 

５ 大会（選考会）参加について 

（１）原則、各競技や参加種別(団体・個人)に関わらず、県大会からの参加になる。（各競技専門部細則参照） 

（２）県大会に向けた予選会・選考会等については、各競技県専門部と各競技団体で検討して決定していく。 

（３）各競技の県大会参加枠は、大会開催基準 １０ 参加制限に定めるものとする。 

 

  問い合わせ先 ： 熊本県中学校体育連盟事務局 096－368－7754 

 

■上記以外のことが判明した場合は、本連盟会長が判断する。 

参考資料 


